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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 5 月 2 2 日 ( 2 0 2 5 . 5 . 2 2 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 4 - 1 4 4 6 0 6 ( P 2 0 2 4 - 1 4 4 6 0 6 A )
【 公 開 日 】 令 和 6 年 1 0 月 1 1 日 ( 2 0 2 4 . 1 0 . 1 1 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 4 - 1 9 1
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 1 1 9 4 6 1 ( P 2 0 2 4 - 1 1 9 4 6 1 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 4 0 7 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 1 2 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 3 9 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 2 2 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 2 6 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 4 2 ( 2 0 1 5 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 3 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 / 1 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 1 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 4 0 7 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 １ ０ ７  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 3 9 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 2 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 2 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 5 / 4 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 / 1 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 3 / 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 / 1 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 1 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 1 / 0 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 5 月 1 3 日 ( 2 0 2 5 . 5 . 1 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  処 置 の 方 法 に お け る 使 用 の た め の 組 成 物 で あ っ て 、 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 を 含 み  
、 前 記 方 法 は 被 験 体 に 前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 を 移 植 し 、 異 所 性 組 織 を 生 育 す る  
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た め の 方 法 で あ り 、 前 記 方 法 は 、
（ ａ ） 内 視 鏡 を 、 管 腔 内 ア プ ロ ー チ に よ っ て 前 記 被 験 体 の 体 内 管 腔 に 前 進 さ せ る 工 程 、 お  
よ び
（ ｂ ） 前 記 組 成 物 を 、 針 を 介 し て リ ン パ 節 内 に 送 達 す る こ と に よ り 、 前 記 １ つ ま た は そ れ  
を 超 え る 細 胞 が 前 記 リ ン パ 節 に 生 着 し 、 前 記 リ ン パ 節 中 に 前 記 異 所 性 組 織 を 生 成 す る こ と  
を 可 能 に す る 工 程
を 含 む 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 リ ン パ 節 が 、 前 記 被 験 体 の 腹 腔 内 ま た は 胸 腔 内 に お い て 少 な く と も ３ 個 の リ ン パ 節  
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 が 、 単 一 リ ン パ 節 へ の １ 送 達 あ た り 少 な く と も １ ０ ０  
０ 万 個 の 細 胞 を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
  ５ ０ ０ ０ 万 ～ ２ 億 個 の 細 胞 が 、 単 一 リ ン パ 節 へ 送 達 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 が 肝 細 胞 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
  前 記 方 法 が 前 記 被 験 体 に お け る 末 期 肝 疾 患 を 処 置 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
  前 記 リ ン パ 節 が 十 二 指 腸 周 囲 リ ン パ 節 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組  
成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
  被 験 体 の リ ン パ 節 に 細 胞 を 移 植 し 、 異 所 性 組 織 を 生 育 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 内  
視 鏡 お よ び 注 射 器 を 備 え 、 前 記 注 射 器 が 針 な ら び に 前 記 注 射 器 内 に 含 ま れ る 懸 濁 液 中 の １  
つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 を 備 え 、 前 記 内 視 鏡 と 前 記 注 射 器 と は 、 前 記 被 験 体 の 体 内 管 腔  
に 沿 っ て 共 に 前 進 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
  前 記 懸 濁 液 が 、 １ ｍ Ｌ あ た り 少 な く と も ３ ０ ０ ０ 万 か つ 多 く と も ５ 億 個 の 細 胞 を 含 む 、  
請 求 項 ８ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
  前 記 懸 濁 液 が １ ｍ Ｌ あ た り 多 く と も ８ ０ ０ ０ 万 個 の 細 胞 を 含 む 、 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
  前 記 針 が 、 １ ９ 、 １ ９ ． ５ 、 ２ ０ 、 ２ ０ ． ５ 、 ２ １ 、 ２ １ ． ５ 、 ２ ２ 、 ２ ２ ． ５ 、 ２ ３  
． ５ 、 ２ ４ 、 ２ ４ ． ５ 、 ２ ５ 、 ２ ５ ． ５ 、 ２ ６ 、 ２ ６ ． ５ ま た は ２ ７ ゲ ー ジ で あ る 、 請 求  
項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
  前 記 針 が 、 最 大 で ７ ０ ０ μ ｍ の 内 径 を 有 す る 、 請 求 項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
  （ ａ ） 前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 は 、 少 な く と も ６ ５ ％ の 生 存 細 胞 を 含 む 、
  （ ｂ ） 前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 は 、 平 均 直 径 が ２ ０ μ ｍ も し く は ２ ０ μ ｍ を 超  
え る 細 胞 を 含 む 、 お よ び ／ ま た は
  （ ｃ ） 前 記 １ つ ま た は そ れ を 超 え る 細 胞 が 肝 細 胞 を 含 み 、 前 記 異 所 性 組 織 は 異 所 性 肝 臓  
組 織 で あ る 、
請 求 項 ８ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
  前 記 細 胞 が 前 記 針 を 通 過 し た と き 、 前 記 細 胞 に お け る 細 胞 生 存 百 分 率 が ２ ０ ％ 未 満 の 低  
下 に な る よ う に 、 前 記 針 の サ イ ズ お よ び 前 記 懸 濁 液 の 細 胞 濃 度 が 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ８ ～  
１ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
  前 記 懸 濁 液 が グ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム お よ び ヒ ト 血 清 ア ル ブ ミ ン を 含 む 水 性 緩 衝 液 で あ る  
、 請 求 項 ８ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
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